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   ＜あらまし＞  大学が講義と定期試験に依存する教育から脱皮することを意図して、ポートフォリ
オにおいて公開可能な応用レベルの学習成果を中心に全体設計する ICT 利用サンドイッチモデルを提
案する。基礎知識は学習管理システム（LMS）で自動的に繰り返し提示・確認を行い、授業時間を応用
レベルの取り組みにあてる。その際、授業外の学習支援機能を充実させるために、学生チューターの
活用とその育成を担当する専門家が重要な役割を果たす必要があることを述べる。 
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
文科省が 3 つのポリシーを推進するなど大学

の教育機能の拡充が叫ばれている中、講義と定期
試験を軸とするこれまでのメカニズムに抜本的
な変革を伴う試みは見られない。近年の大学にお
ける ICT の代表的な成果として電子ポートフォ
リオシステムの導入が盛んであるが（例えば、小
川・小村 2012）、公開を前提とした自己アピール
材料の蓄積を目指すポートフォリオシステムに
公開不可能な情報を集積するなど、道具がアフォ
ードする新しい教育の可能性を契機に変革を指
向するのではなく、現状を維持することを優先し
ていると思われる事例までが散見される。 

FD の一環として授業の改善が様々に試みられ
ているが、「改善」にとどまり、授業そのものを
見直して必要に応じて大胆に変革するという発
想には乏しい取り組みが多いのではないか。また、
その動きとはまったく別な観点からラーニング
コモンズや学生支援センターなどの整備が盛ん
に行われているが、担当部局内の試みにとどまり、
大学としての学習支援全体を制度設計するまで
に至っていないのではないか。 

本発表では、上記のような問題意識のもとで、
ICTを活用することで講義と定期試験に頼らない
大学教育を実現することを指向して、大学の学習
支援機能全体を俯瞰する ICT 利用モデルを提案
する。このモデルは、大学鳥瞰図（鈴木 2006）
をもとに、これまでに取り組んできた海外におけ
るコンサルタント活動（Suzuki & Nemoto, 2011）
や米国取材で得られた知見（鈴木ほか 2011；根
本ほか 2011）を発展させたものである。 

２．２．２．２．応用課題を中心に据えた授業応用課題を中心に据えた授業応用課題を中心に据えた授業応用課題を中心に据えた授業    
 図１に大学教育 ICT 利用サンドイッチモデル
を提案する。応用課題用の学習インフラとしての
e ポートフォリオシステム（図上部）と基礎知識
習得用の学習インフラとしての学習管理システ
ム（LMS）で大学の学習環境を挟み込んで構築す
る発想から、サンドイッチモデルとした。 
 大学の授業時間のできるだけ多くを応用課題
に取り組むことに充てるため、基礎情報の提供と
その理解の確認は LMS 上で授業時間外に行うこ
と（いわゆる反転授業）を前提とする。そのため
には、LMS 上に録画された講義、OER 等の外部資
源へのリンク集、あるいはランダム出題の自動採
点クイズなどを用意し、自己ペースで必要に応じ
た繰り返し学習を可能にする。 
 応用課題への取り組みは PBL やシナリオ型課
題など様々な形でなされており、これを「講義」
の中心要素として据え、グループ活動を教員など
が支援する形で対面授業時間の有効活用を図る。
基礎知識から学習を始めるのではなくプロジェ
クト空間での学習が行き詰った時点で教授空間
において基礎知識を習得してプロジェクト空間
に戻ることを提唱したライゲルースの二空間モ
デル（Reigeluth 2011）や、最初に現実世界の課
題を据えることで基礎知識の活用を目指すメリ
ルの第一原理（鈴木・根本 2011）などに依拠し
て、応用課題先行・ジャストインタイムの基礎知
識習得を基調にして学習課題を系列化する。 

学習の成果は e ポートフォリオに集約し、学
生・教員・機関の三層における学習成果のアピー
ル材料として公開する。公開に耐えるのは基礎知
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識の習得ではなく応用課題の成果のみであるこ
とを明確に意識し、ポートフォリオシステムの導
入を大学教育改革の起爆剤と位置づける。 
 
３．３．３．３．授業以外の学習支援機能授業以外の学習支援機能授業以外の学習支援機能授業以外の学習支援機能    
授業の ICT 化と並んで大学教育の抜本的改善

の両輪となるのが授業外の学習支援機能の充実
である。基礎知識の補習や授業を変革しないこと
への言い訳として学習支援機能を位置づけるの
ではなく、主体的な学習の担い手になるスキルや
態度を育成することによって中核的な大学の教
育機能の基盤としての体制（専門家の配置と効果
的なプログラムの整備）を整える。 

教えることで学ぶのが学生チューター制度導
入のメリットであることや大学の教育資源で最
も有効活用されていない学生に活躍の場所を与
えるためには、チューター制度を質的に担保する
ための研修制度を整備すること（鈴木ほか 
2011：根本ほか 2011）が最重要課題である。そ
のためにも、ICT が重要な役割を果たすだろう。 
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図１ 大学教育の ICT 利用サンドイッチモデル(案) 
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